
 

答申書（素案） 

１ 総括的事項 

（１）事業実施区域周辺で、他事業者によるバイオマス発電所の建設が予定されていること

から、工事中及び供用時においては、他事業者との情報交換を十分に行い、大気質等へ

の複合的な環境影響を考慮した上で、環境負荷の低減が図られるよう検討すること。  

【資料２－No.1】 

 

（２）工事中及び供用時の環境影響を適切に把握するため、測定項目、回数等の監視計画を

十分に検討するとともに、監視結果の公表などを通じて環境監視を確実に実施すること。

また、事業の実施に当たっては、事業の影響を受ける関係地域に対し、事業の実施状況

等について丁寧な説明を行うよう努めること。 

【資料２－No.３】 

 

２ 個別事項 

廃棄物等について 

新設・撤去工事に伴い発生する産業廃棄物については、工事期間において分散して処分

することとしているが、産業廃棄物処理施設の処理に与える影響を考慮した処理計画とし、

適切に処分すること。 【資料２－No.２】 

 

３ その他事項 

環境影響評価書の作成にあたっては、文章や図の作成において工夫し、分かりやすい図

書となるよう留意すること。 
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